











て、Barabási & Albert (1999) から始まる研
究が盛んである。ここでは、それを「バラバシ・
モデル」と呼ぶことにする。ベキ乗則の研究は
1910 年代からみられるが、1949 年に Zipf が論
文を著してから注目されるようになった。その
生成メカニズムについて有力なモデルを提示し









Barabási & Albert (1999) に、（３）「マスター






















1x m≥ ≥ である。初期状態でm 以上の大き
さをもつグループが a個存在し、大きさの合計
を cとする。システムの初期状態において、グ













さ xである確率を　　　 であらわす。 t時点
におけるグループの大きさはmから t c+ まで
の範囲内にある。したがって



























変化をみよう。 ( 1)t − 時点から t時点にかけて




















　 t時点におけるグループ数を 　 としよう。
初期状態においてグループは a個存在してい
るので、すべてのグループの大きさが1である
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　比例定数　　　　を求めよう。 ( 1)t − 時点




　グループの大きさは  から ( 1 )t c− + までの
可能性がある。該当する大きさがない場合には、
その確率を　とする。
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　以上のことを考慮すると、 x m> の場合に
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　 t→∞のとき、 x m= の場合における (1-
13) 式は
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とする。
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変数 xで表現すると
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　 t と ix を連続変数として扱うことにして、
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ている。(2-13) 式を i で合計し、(2-15) 式を
用いると
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　 　 　 　 　  (2-18)
が得られる。(2-17) 式は (1-16) 式に、(2-18)
式は (1-20) 式に対応する。(2-17) 式の漸化式
を解き、(2-18) 式を代入すると
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度モデル」が Bianconi & Barabási (2001a) 
によって提示されている。以下にこれを記述し、
サイモン・モデルの観点から解釈を加える。（注４）
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( )b η は新たに追加される枝のうち既存の頂点
に配分される割合なので、 ( ) 1b η < である。










































ηη =  (4-7)
が言える。
　(2-9) 式・(3-6) 式から (2-11) 式・(3-8) 式
までと同様の論理展開により
　　 ρ(η)dη
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（注１）この計算過程については 鈴木武 (2016) 
を参照。




& Albert (1999) と 増 田 直 紀・今 野 紀 雄 
(2005) を参考にしている。
（注３）【 Ⅱ 】の（３）はDorogovtsev & Mendes 
(2002) と増田直紀・今野紀雄 (2005) を参
考にしている。
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